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	1. 航海情報
	ＮＴ10-14
	2. 実施内容
	〔目的〕
	〔実施項目〕
	(1) 日　時：平成22年8月14日（土）～ 8月16日（月）07:00～18:00
	(2) 場　所：静岡県清水港～駿河湾戸田沖及び土肥沖
	(3) 参加者：上位入賞者とその保護者１名　計14組
	（1日目：5組（小3～中1）、2日目：4組（小3～小6）、3日目：5組（小3～中1））
	(4) 解説員：海洋･極限環境生物圏領域 招聘研究員　三宅裕志　、
	海洋･極限環境生物圏領域 広報課アルバイト　伊東崇
	〔実施結果〕
	1日目（HPD#1170）は、戸田沖に潜航することとした、海域到着までの間に出港風景の見学、各種の説明事項と記念に潰す発砲カップ制作などを行い、船内の見学を行った、潜航中は昨年同様に参加者より募集した各種の実験、海底及び生物の観察、HPDの操縦体験などを行い、その後はHPDのコントロールルームでの浮上中の観察、揚収作業見学などを行った。清水港への回航中にサンプルの観察や実験などをラボで行い、着岸作業中に参加者各自の体験乗船のまとめ、下船後に記念撮影を行い解散。2日目（HPD#1171）は、土肥沖に...

